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安全に渡れるかな！

濯㌧鳩＿一　也緊

　5月28日、幼稚園でお父さん、お母さんも参加して交通安全教室が行われま
した。皆さんが安全な渡り方をおぼえてくれるようにと、おまわりさんや巡視
員さん、町交通指導員さんに指導していただいて、ごらんのようにみんな上手
に渡れるようになりました。



～冑少年のすこやかな
　　　　成長を願って～

今
ま
で
の
生
徒
指
導
対
策
委
員
会
が

発
展
解
消
さ
れ
、
江
南
町
青
少
年
健
全

育
成
協
議
会
が
発
足
し
て
、
二
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

去
る
五
月
二
十
四
日
、
平
成
三
年
度

第
一
回
会
議
で
、
細
則
の
一
部
変
更
及

び
役
職
の
変
更
な
ど
で
、
新
し
い
協
議

会
員
十
九
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
に
と
も
な
い
地
区
代
表
及
び
理
事
の

一
部
も
変
更
と
な
り
、
理
事
会
で
、
会
長

・
副
会
長
も
新
し
く
互
選
さ
れ
、
つ
ぎ
の

か
た
が
全
体
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

江南町青少年健全育成協議会組織・連絡網（敬称略）

学識経験者）㊥理事□印地区代表者○印（順不同

灘、地境 灘，…鯖識、， 撫撫騒』難、、醸、羅… 麟毒「灘
11　　一「

、戦考 瑳 、耀蝶 難禰
耗　　　　一

灘諜灘 』・「、薦／

成
　
　
沢
　
　
上

1
2
3
4
⑤
6
7
8

橋本　寛助

富田　昭一

井出　クニ

船橋　廣之

曽田　シン

宮本　和子

持田三千代

大高千鶴子

成沢1093

押切2458－3

押切2566－3

押切2527－9

押切2460－6

押切2488－13

押切2647－17

押切2450

3602

2635

2406

3804

0559

5036

2148

5943

民生・児童委員

同上

同上

教育委員

青少年育成推進委員

熊谷商工PTA代表

幼稚園PTA会長
江中PTA補導副部長

璋、
須
賀
広

40

41

⑫
囮
4
4
囮

森田　節子

高橋　常雄

松本　久明

吉田　　清

森田　幸雄

岡田　俊英

須賀広240

須賀広497

小江川2203－1

須賀広251

須賀広240

小江川2180

0992

0477

0200

1858

0992

1628

民生・児童委員

畠商工会代表

駒公民館長

㊧区長代表

教育委員

江中PTA副会長

灘…2 野
原

團
囮

水野　光好

岡田　英浩

野原838－2

野原428－5

2365

0052

民生・児童委員

青少年相談員

成
沢
下

回
⑩
1
1

馬場正一郎

小林　敬裕

福田とし子

成沢490－2

成沢500

成沢320

3505

4891

2515

民生・児童委員

御正駐在官

江中PTA補導部長
13

小
江
川
東

⑱
4
9
5

0
5
1

井上　和子

野口　博司

今井知江子

中村てる子

小江川727
小江川359－1

小江川840
小江川995－2

3644

1002

1889

2076

民生・児童委員

南小PTA副会長
南小補導部長

川本高PTA代表　
　
顎
　
　
F
「

r
「
「
ー
　
｝
　
　
　
　
τ
　
　
、
窪

・
譲
灘
「
＄
・
縣
ζ

　
　
［
　
」
　
　
　
　
…
　
ト

三
　
　
本

⑫
圓
1
4
1
5

長谷川高雄

小柴　文代

伴　とも子

泉　昂之

三本1891

三本1927－2

三本93
三本1458

2180

1168

4992

5419

民生・児童委員

教育委員

江中PTA補導副部長

熊谷工高PTA代表 14

小
江
川
西

⑫
53
5
4
圓
圓

野本　善司

井上　和男

寺山　初江

宮　　　敬

田中　勝治

小江川1574

小江川2213－3

小江川2104－2

小江川1865－1

小江川2071－1

1582

1014

1349

5336

2086

民生・児童委員

同上

青少年育成推進委員

小原駐在官

少年指導員

蟹 上新田 ⑯ 柴田　定江 上新田150 0146 民生・児童委員

　
、
　
、
　
ー

　
　
…
　
「

、
襖
織
「
一
麺
糠
f
蒙
難

ー

上
押
切

⑰
1
8
1
9
2
0
2
1

新井　久平

御正山英子

笠原　金久

松本　芳治

新井　コウ

三本1997－3

押切686

押切802

押切734

押切696

2451

1991

0272

1363

2426

同上

青少年育成推進委員

保護司

㊥商工会代表

㊥婦人会長

主…＄

塩
⑰
5
8

中島　武平

中島　文恵

塩　432

塩　432

2307

2307

保護司

民生・児童委員

茎6

離「

板
井

⑲
6
0
61

飯島　啓作

寺山　孝作

宇治川一好

板井878－1

板井489

板井591

1369

3391

0328

同上

㊧町議会代表

民生・児童委員毒
辱

…

下
押
切

⑳
團

大島　　清

持田　包雄

押切370

押切145－1

2373

1574

民生・児童委員

教育委員
鞍 柴

⑫
6
3

柴　サツエ

木村富美枝

柴　150

柴　152

0930

2075

同上

南小PTA補導副部長
樋
春
南

⑳
國
2
6

滝田　孝夫

高田　　清

若林　正喜

樋春312

樋春326

樋春322

3930

1884

4485

民生・児童委員

㊧社会教育委員長

少年指導員

18 千代 ⑭ 上杉　　正 千代600 1900 民生・児童委員

19 雰7 ⑮ 村上　春蔵 押切2653－144 4174 同上

議
闘
烈
蕪
懇
欝
欝
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・
鎌
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一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

樋
　
春
　
北

⑳
國
2
9
3
0
31

小島　貴一

笠原　尚子

小島　一男

小島　芳房

吉岡　和子

樋春996

樋春1015

樋春997

樋春1004

樋春1199－1

4497

0326

0909

2178

3782

民生・児童委員

青少年育成推進委員

熊谷農高PTA代表

㊥区長会代表

青少年相談員

「
1
総
灘

幼
稚
園
学『
校

圃
6
7
國
6
9
7
0
回
國
7
3

佐久間義雄

古沢多美子

長島　　仁
　　！〆F松本　暢佑

・山　正雄
r

宇治川彰一

服部　喜昭

藤野　　香

江南幼稚園

同上

．江歯南小学校

同上

江南北小学校

同上

江南中学校

同上

3373

3373

1305

1305

1389

1389

1335

1335

幼稚園長

生徒指導主任

校長

生徒指導主任

校長

生徒指導主任

校長

生徒指導主任
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㌔
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ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
一
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一

帥
難
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蜘
蟻
灘
灘
難
鯵

糞
　
　
　
　
肖
p
　
　
§
　
　
　
　
　
　
　
彗
～
　
　
［
　
丁

御
正
新
田
上

⑫
3
3
3
4
3
5
圖

水野龍夫
高田　　和

折川　高一

宮沢千恵子

栃沢　りう

御正新田1952－5

御正新田1133－1

御正新田1067－2

御正新田1255－15

御正新田1114－1

1174

0012

2655

6021

3919

民生・児童委員

同上

㊥町議会代表

北小PTA補導副部長

保護司

…羅1…

1懸1

麟
蟻獄……i

灘雅

壕嘩籔「

事
務
局

74

75

76

岡部　　進

吉田　久雄

木村　巳美

教育委員会

同上

同上

5468

同上

同上

教育長

教育次長

学校教育指導員
．
籔
辮
醗
穣
灘
騒
雛

鰹
．
聡
襯
難
織
、
、
韓
欝
話

御田

正
新
下

⑳
国
3
9

船橋　よし

森田　富子

舟橋　時子

御正新田570

御正新田342

御正新田193

1819

0857

2363

民生・児童委員

北小PTA副会長
北小PTA補導部長

（2）



O
会
　
長
　
小
柴
　
文
代

O
副
会
長
　
村
山
　
正
雄

　
　
〃
　
　
田
中
　
勝
治

　
　
〃
　
　
森
田
　
富
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
な
成

長
・
発
達
を
は
か
る
た
め
、
本
年
度
も

努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
み
な
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
三
年
度
事
業
計
画
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

青少年健全育成協議会事業計画平成3年度

有
意
義
な
過
ご
し
方
を

　
　
　
　
親
子
で
考
え
よ
う

7
月
は
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間

　
夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

得
難
い
経
験
の
で
き
る
貴
重
な
時
間
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
半
面

気
を
つ
け
た
い
の
が
こ
の
時
期
の
過
ご

し
か
た
で
す
。
規
則
正
し
い
学
校
生
活

か
ら
解
放
さ
れ
た
子
供
た
ち
は
気
が
緩

み
が
ち
。
非
行
へ
の
脇
道
に
そ
れ
や
す

い
か
ら
で
す
。

　
七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も

る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
子
供
た
ち

が
夏
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
し
、
一
段

と
た
く
ま
し
く
な
っ
て
二
学
期
を
迎
え

回1 事　 業　、内 　容 期日 会　　場 対　　象 備　　 考

1

O会則の雌正案、O平成3年度健

　全育成協議会組織翁く槻

O年間事業討画の検討審承認

，O非行防止パンフにっいて

O映画を通諺ての研修「

5／24御
町民体育館

第1会議室
全　会　員 第1回全体会

2
Q社明運動識寅会関係依頼事項の

検討

O葬行防止パンフの検討

6／13㈱ 同　　　上 理　　　事 第1回理事会

3
　Q検討結果に基づき非行防止パン

　フの原案作り
6／25㈹ 同　　　上 理　　　事 第2圃理事会

4
○社明運動講演会

7／6㈹
北小学校

　体育館

全　会　員

北小PTA

主催』

町・保護司会

5
○夏休み中の生徒指導対策

○補導巡視計画
7／12㈹

町民体育館

会議室
全　会員 第2回全体会

6 ○非行防止パンフの配布 7／15（月） 各校・町内 区長経由

7
○夏休み中の町内巡視補導 8／9㈹

8／16働

北小学校区

南小学校区

理事・各地

区代表

8

O夏休み中の生徒指導の反省

O町内巡視状況報告

o夏季休業中における青少隼の問

題行動の実態について研修

9／13㈹
町民体育館

第1会議室
全　会　員

第3回全体会

講舗

（未　　定）

9 ○教育講演会準備会 10／15㈹ 同　　　上 理　　　事 第3回理事会

10 O教育講演会 未　定 中学体育館 鍛員仲PTA

11
O冬休み中の生徒指導対策

Q幼・小・中の対策について
12〆19㈱

町民体育館

第1会議室全会員 第4回全体会

12
Q最終全体会の議案の検討

○文殊寺縁日ばおける補導慌ついて
2／2α掴 同　　　上 理　　　事 第4回理事会

13

○春休み中の生徒指導

Q平成3年度事業の反省

Q青少年健全育成協議会会則の見直し

O平成4年度事業計画案の検討

3／27㈱ 同　　　上 全　会　員 第5回全体会

※上記以外に各地域、各校の事態・動向によっては、臨時に事業を加える。

ら
れ
る
よ
う
、
非
行
を
寄
せ
つ
け
な
い

夏
休
み
の
過
ご
し
か
た
を
親
子
で
考
え

て
み
た
い
も
の
で
す
。

家
族
で
守
る

生
活
の
リ
ズ
ム

　
暑
さ
の
厳
し
い
夏
は
、
生
活
の
パ
タ

ー
ン
が
“
夜
型
”
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
一
度
生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
し
ま

う
と
、
な
か
な
か
元
に
は
戻
り
に
く
い

も
の
。
二
学
期
が
始
ま
っ
て
も
、
夜
ふ

か
し
や
遊
び
ぐ
せ
が
抜
け
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
自
由
な
時
間
を
の
ん
び
り
過
ご
す
の

も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す
が
、

少
な
く
と
も
生
活
の
リ
ズ
ム
だ
け
は
崩

さ
な
い
よ
う
、
家
族
全
員
が
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
一
員

　
　
　
と
し
て
の
役
割
を

　
欲
し
い
物
は
何
で
も
手
に
入
る
恵
ま

れ
た
社
会
環
境
の
中
で
、
わ
が
ま
ま
い

っ
ぱ
い
に
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
ー
。

　
彼
ら
に
一
番
欠
け
て
い
る
も
の
は
、

自
立
心
と
忍
耐
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
を
契
機
に
、
親
は
子
ど
も
へ

の
甘
や
か
し
や
無
関
心
を
排
除
し
、
自

分
の
身
の
回
り
の
こ
と
に
責
任
を
持
た

せ
た
り
、
家
事
労
働
を
分
担
さ
せ
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
は
、

家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
覚
と
責
任
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

夏
休
み
な
ら
で
は
の
計
画
を

　
　
　
最
後
ま
で
や
り
抜
こ
う

　
無
計
画
な
姿
勢
で
夏
休
み
を
迎
え
る

と
、
そ
の
日
そ
の
日
を
た
だ
何
と
な
く

過
ご
す
だ
け
の
毎
日
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
不
得
手
な
科
目
を
集
中
的
に
勉
強
し

た
り
、
本
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
読

む
、
と
い
っ
た
生
活
プ
ラ
ン
を
立
て
、

最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
親
は
子
供
の
自
主
性
や
意
見
を
で
き

る
だ
け
尊
重
し
な
が
ら
、
応
援
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夏
休
み
は
、

レ
ジ
ャ
ー
や
家
族
旅
行
な
ど
、
親
子
の

ふ
れ
あ
う
機
会
が
多
い
も
の
で
す
。
夏

休
み
な
ら
で
は
の
ふ
れ
あ
い
や
対
話
を

通
し
て
、
望
ま
し
い
親
子
関
係
を
育
て

た
い
も
の
で
す
。

　
親
子
の
間
に
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、

「
親
を
困
ら
せ
た
く
な
い
」
と
い
っ
た

気
持
ち
が
子
ど
も
の
心
に
芽
生
え
、
そ

れ
が
非
行
化
の
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
抑

止
力
に
な
る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6



りは交通安全から楽しい思い出づく

鰯罷夏休みの解放感が事故をよぶ難
郭貫漆r難灘

　
い
よ
い
よ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
。

海
に
山
に
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
季
節
で
す
。

　
し
か
し
、
夏
休
み
に
入
る
と
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
長
い
休
み
の
解
放
感
か
ら
気
持
が
ゆ
る

み
、
ふ
だ
ん
身
に
つ
け
て
い
た
交
通
安
全
の
ル
ー
ル
を
忘
れ
が

ち
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
も
う
い
ち

ど
、
じ
っ
く
り
と
話
し
合
い
の
機
会
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
子
ど
も
の
行
動
特
性

大
人
の
理
解
で
き
な
い
動
き
を
す
る

　
子
ど
も
は
、
大
人
の
考
え
つ
か
な
い

よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
、
と
く
に
幼
児
の
行
動
特
性

を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
ひ
と
つ
の
も
の
に
関
心
が
向
く
と
周

囲
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な
る
。

●
手
を
挙
げ
れ
ば
、
ク
ル
マ
は
止
ま
っ

て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

●
「
危
な
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象

的
な
言
葉
だ
け
で
は
、
ほ
ん
と
う
の
危

険
が
わ
か
ら
な
い
。

●
い
つ
も
通
る
道
路
で
は
交
通
ル
ー
ル

を
守
れ
て
も
、
初
め
て
通
る
道
路
で
は

守
れ
な
い
。

　
鹸
弥
　
撚

襲
　
糞
　
熈

　
蹴
　
澗

1萎灘
灘
舞灘
，懸

　　　　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　灘

　　　　　　　難

灘藤

●
物
か
げ
で
遊
ぶ
の
が
好
き
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
心
に
と
め
て
、
自

分
の
子
ど
も
の
個
性
や
心
身
の
発
達
に

応
じ
て
、
お
母
さ
ん
が
具
体
的
に
手
本

を
示
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大

切
で
す
。具

体
的
な

　
　
指
導
ポ
イ
ン
ト

　
そ
こ
で
ぜ
ひ
指
導
し
て
い
た
だ
き
た

い
ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま

し
よ
う
。

★
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
ー

●
横
断
歩
道
で
は
、
必
ず
い
っ
た
ん
止

ま
っ
て
左
右
を
確
認
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

●
信
号
が
青
で
も
、
横
断
歩
道
上
は
左

折
車
が
通
る
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

★
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
か
た
は
ー

●
道
路
の
左
端
を
正
し
く
走
る
こ
と
を

徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
の
通
行
で
き
る
歩
道
で
は
歩

行
者
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
と
走
る
こ
と
を
実
行
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

★
遊
ぶ
場
所
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
ー

　
遊
び
場
の
安
全
性
を
事
前
に
お
母
さ

ん
が
自
分
の
目
で
確
か
め
て
み
る
こ
と

で
す
。

　
と
く
に
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
道
路

へ
飛
び
だ
し
、
ク
ル
マ
に
は
ね
ら
れ
る

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

注
意
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
遊
び
場
ま
で
の
往
復
道
路

は
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
き
、
横
断
の
仕

方
や
危
険
な
場
所
を
具
体
的
に
教
え
ま

し
よ
・
つ
。

車
に
乗
　
っ
　
た

、
り

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
忘
れ
ず
に
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
、
海
・
山
に
行
く
機
会
も
多
く
な

（（
チ●09マ

ー

“

　
夏
は
暑
さ
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
も

く
た
く
た
に
疲
れ
て
い
る
と
き
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
注
意
力
が
散
漫
と
な

り
、
思
い
が
け
な
い
事
故
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
休
み
は
ク
ル
マ
で
帰
省
し

り
ま
す
が
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
も
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
に
は
、
後
部
座
席
で
二
点
式

ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
か
、
子
ど
も
用

保
護
装
置
な
ど
を
用
い
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を

た
く
さ
ん
残
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
交
通
安

全
に
つ
い
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。
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第
二
日
目
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
　
縮
盤
瀧

　
米
国
視
察
の
二
日
目
に
訪
問
し
た
場

所
は
、
世
界
的
に
有
名
な
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
ワ
イ
ン
の
里
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
ナ
パ
・
バ
レ
ー
で
あ
る
。

　
米
国
に
お
け
る
ワ
イ
ン
の
歴
史
は
、

一
八
四
八
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
ス
ペ

イ
ン
領
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
加

わ
っ
た
年
に
金
鉱
が
発
見
さ
れ
、
ゴ
ー

ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
を
生
ん
だ
。
し
か
し
、

金
を
獲
得
で
き
な
か
づ
た
者
達
は
、
ワ

イ
ン
製
造
に
従
事
し
ワ
イ
ン
産
業
が
繁

栄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一
八

○
○
年
代
後
半
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

ジ
ア
、
オ
セ
ァ
ニ
ア
ま
で
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
ワ
イ
ン
の
質
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
勿
論
そ
の
間
に
幾
多

と
な
く
品
種
改
良
等
が
行
わ
れ
た
と
の

事
で
あ
り
、
例
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の

ブ
ド
ウ
は
虫
に
弱
い
た
め
米
国
に
合
う

よ
う
な
つ
ぎ
木
も
さ
れ
、
現
在
で
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
ヘ
逆
に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

　
ナ
パ
・
バ
レ
ー
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
北
東
約
九
〇
㎞
に
位
置
し
、
長
さ

約
九
〇
㎞
・
幅
約
十
五
㎞
の
細
長
い
地

域
に
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ァ
州
で
も

品
質
の
高
い
ワ
イ
ン
を
生
産
す
る
名
産

地
で
あ
り
、
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
温
暖

な
気
候
の
中
で
多
種
の
ワ
イ
ン
用
の
ブ

ド
ウ
を
造
り
だ
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ワ
イ
ン
産
業
の
中
心
的
企
業
で
あ
る
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
ベ
リ

ン
ガ
ー
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ラ
グ
（
今

回
の
午
後
に
訪
問
）
な
ど
大
小
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
は
、
ナ
パ
・
バ
レ
ー
の
中
心
地

で
あ
る
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
（
地
名
）
の
北

部
に
集
中
し
、
そ
の
数
は
一
三
〇
軒
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
建
物
は
、
ワ
イ
ン
と
同
じ
く
ら

い
興
味
深
く
、
中
に
は
歴
史
を
感
じ
る

レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
も
あ
り
、
そ
れ
は

中
世
の
古
城
か
僧
院
と
い
っ
た
雰
囲
気

を
も
っ
て
い
る
。

　
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
発
酵
・
醸
造
等
に
使

用
さ
れ
る
樽
は
赤
杉
繋

材
で
あ
り
、
そ
れ
は
・
難

六
〇
年
も
前
の
物
を
，
壽

現
在
で
も
使
用
し
て
　
揃

い
る
。
こ
の
様
に
工

場
は
建
物
か
ら
設
備
多

に
い
た
る
ま
で
、
ど
馨

れ
を
見
て
も
年
輪
を
、

物
語
る
も
の
が
多
く

目
に
つ
い
た
。

　
午
後
に
訪
問
し
た

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ク
ラ

グ
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
現

在
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
、
ピ
ー
タ
ー
・

マ
ン
ダ
ビ
ソ
ン
は
、
毎
朝
各
工
程
を
見
、

試
飲
し
、
品
質
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

と
の
事
で
あ
る
。

　
日
本
の
酒
、
西
洋
の
ワ
イ
ン
い
ず
れ

も
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
は
、
技
術
が

進
歩
し
た
現
在
も
職
人
の
味
覚
や
臭
覚

に
頼
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
様
だ
。

　
ワ
イ
ン
の
生
産
量
は
ド
イ
ツ
・
フ
ラ

ン
ス
等
が
多
く
、
米
国
は
六
番
目
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
年
間
生
産

量
は
一
五
〇
万
彫
で
あ
り
、
そ
れ
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
だ
け
で
全
米
の
ワ
イ

ン
生
産
量
の
九
〇
％
を
占
め
、
そ
の
大

半
は
ナ
パ
・
バ
レ
ー
、
ソ
マ
i
・
バ
レ

ー
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国

　
　
　
　
　
　
に
存
在
す
る
約
千
の
ワ

　
　
　
　
　
　
イ
ナ
リ
ー
の
う
ち
約
七

　
　
　
　
　
　
百
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
州
に
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
名
も
数
千
種
類
を
越
え

　
　
　
　
　
　
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
ナ
パ
と
ソ
マ
ノ
は
、
今

　
　
　
　
　
　
や
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の

　
　
　
　
　
　
ワ
イ
ン
街
道
」
に
負
け

　
　
　
　
　
　
な
い
上
質
の
ワ
イ
ン
を

　
　
　
　
　
　
生
産
す
る
「
カ
リ
フ
ォ

　
　
　
　
　
　
ル
ニ
ア
ワ
イ
ン
街
道
」

　
　
　
　
　
　
で
あ
る

　
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
に
欠
か
せ
な

い
の
が
、
地
形
と
気
象
条
件
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ワ
イ
ン
の
名
産
地
と
言
え
ば

フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
や
ブ
ル
ゴ
ー
二

ユ
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ

ン
や
モ
ー
ゼ
ル
、
そ

し
て
日
本
で
は
山
梨

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

地
区
に
共
通
す
る
山

脈
・
渓
谷
が
連
な
る

複
雑
な
地
形
構
成
。

そ
し
て
ブ
ド
ウ
栽
培

で
最
も
必
要
な
気
象

条
件
で
あ
る
。
夏
は

気
温
の
上
昇
を
抑
制

し
、
冬
は
暖
か
い
空

気
を
逃
が
さ
な
い
、

ト
を
下
げ
る
た
め
に
メ
キ
シ
コ
か
ら
の

季
節
労
働
者
に
頼
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
　
　
　
ぴ
ん
づ
め

　
ワ
イ
ン
が
壕
詰
さ
れ
、
工
場
内
の
倉

庫
で
保
管
さ
れ
る
条
件
は
、
直
射
日
光

そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
の
が
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
名
物
の
霜
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
霜
も
初
春
に
発
生
す

る
と
逆
に
害
に
な
る
た
め
、
対
策
と
し

て
フ
ァ
ン
を
廻
し
て
霜
が
立
ち
こ
め
る

の
を
防
止
し
て
い
る
。
フ
ァ
ン
一
台
で

十
工
i
カ
ー
（
一
万
二
千
坪
）
に
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
千
年
く
ら
い
の
間

に
こ
の
地
方
で
火
山
爆
発
が
数
回
発
生

し
、
土
が
粘
土
化
さ
れ
、
他
の
果
樹
が

育
た
な
く
逆
に
そ
れ
が
ブ
ド
ウ
栽
培
に

適
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
地
方
の
ブ
ド
ウ

の
味
は
、
特
有
の
気
象
で
あ
る
霜
が
酸

昧
を
、
午
後
の
太
陽
が
甘
味
を
つ
け
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ナ
パ
・
バ
レ
ー
の
ブ
ド
ウ
収
穫
は
、

は
さ
み
に
よ
る
手
作
業
が
多
く
、
コ
ス

を
避
け
十
二
度
前
後
の

温
度
を
保
持
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
店
頭
に
出

た
時
に
は
酸
化
を
防
止

す
る
た
め
に
横
に
さ
れ

る
ま
で
は
よ
い
が
、
シ

ョ
ー
ア
ッ
プ
す
る
た
め

に
ラ
イ
ト
に
よ
り
照
明

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
が
、
生
産
者
側
か
ら

み
れ
ば
温
度
上
昇
に
つ

な
が
る
た
め
問
題
で
あ

る
。

　
数
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
中
で
ア
ル

カ
リ
性
は
ワ
イ
ン
だ
け
。
し
た
が
っ
て

ワ
イ
ン
は
体
に
良
い
と
言
わ
れ
る
ゆ
え

ん
で
あ
る
。

　
ナ
パ
地
方
の
他
の
産
業
に
目
を
向
け

て
み
る
と
、
ナ
ッ
ツ
栽
培
、
養
鶏
、
牧

畜
等
も
盛
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
ナ
パ
の

町
の
南
に
は
、
日
本
航
空
の
運
航
乗
員

訓
練
所
が
あ
り
、
小
型
単
発
、
双
発
機

を
使
っ
た
訓
練
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
面
か
ら
も
ナ
パ
は
日
本
に
と
っ
て
馴

染
み
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
日
体
験
し
学
ん
だ
事
は
、
旅
行
前

に
得
た
予
備
知
識
以
上
に
自
分
の
知
識

を
広
め
、
多
く
の
収
穫
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
は
ナ
パ
・
バ
レ
ー
の
ブ

ド
ウ
収
穫
量
に
は
程
遠
い
が
…
…
…
。
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あて先は役場総務課智36－1521でする

灘欝繍

鱒懸

獅…！ii

彗　韻

「投票率過去最低」参議院補欠選挙

　6月16日に参議院埼玉県選出議員補欠選挙の投票が

午前7時から午後6時まで行われ、午後7時から即日

開票の日程で行われました。農繁期ということなども

あって投票率は町全体で22・83％と過去最低でした。

候補者別得票数はつぎのとおりです。

　せきね則之1，498票　　あべ幸代　462票

　しらいサカエ　　30票

　 　　……鞭「懸…藤
・i…ii……購／～麟1爆、…、蕪寸

畷難i

1纐灘欝覇1

江南中学校部活動で大活躍

　4月から行われた春の地区大会におい

て、江南中学校ではバドミントン・柔道

・陸上競技の3っの部で優秀な成績をお

さめ、県大会出場をはたしました。

　今後もさらに活躍が期待され、夏の大

会が楽しみです。

視
江
南
中
学
蔽
源
試

町交通指導員に若林さん

　平成3年6月1日付で、江南町大字樋

春322番地の若林正喜さんが町の交通指

導員として委嘱されました。

　最近の交通事情により児童の登下校、

町の諸行事には交通指導員さんが大変お

おきな役割を果たしています。

　今後、交通安全のためにご尽力いただ

くことになりますが、みなさまのご協力

をよろしくお願いします。

　　　　　　　キ
響／毒毒………置…1…㌔

難i

覇難
1総鐵i
羅嚢　講

、　灘灘

鱗…灘

1脚

購難

鑛灘

難
霧難

義

羅

舞灘馨灘

難
懇

　　　　／灘麟嚢繋

鍵灘嚢懸
蝋　　　叢
難鐡麟灘
爆養　照　撚

i鐵

拳
、

纏護

覇灘

滞灘　蕪
苺懸
構購
睡繍

舞鰹…簸

醸　毒嚢

灘
縣麟

離i

　灘墾

i鰯麟
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鋤
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、トピ》ケ蜘 身近がな話題、舞驚群奪二講一麟騰お寄鷺くださ繍始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、li

羅蒋

す

　瀦羅，・

ゴミのない町をめざして

　6月9日（日）に、町内一斉ゴミ追放運動

が行われました。

　この運動は、ゴミゼロの日（5月30日）

にちなんで行われるもので、今年から町

でも行うことになりました。

　今回は成沢坂上地区を重点地域に定め、

環境の美化とゴミの投捨て防止の啓蒙を

図ることを目的として行ないました。

　当日は、地域のみなさんや、各種団体

のかたがたなど約500人が参加して、3時

間程で見違えるほどきれいになりました。

き

翻
澱
蟹

　
　
　
羅
◎

　
　
　
　
　
　
　
欝
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

高齢者学級開級式

　6月4日㈹、勤労福祉センターで高齢

者学級開級式が行われました。

　当日は、トリックスマジックセンター

布目貫一先生をおむかえし、「あなたも

出来るマジック10種類」とめいうって、

簡単な手品を教えていただきました。

　参加した103名の皆さんは楽しく受講

し、さっそく実践してみようと、はりき

っていました。

油取り用ひまわりの機械移植

　6月5日、町農業青年会議所の会員に

より畑と水田（約20a）に、9千本の油取

り用のひまわり苗の機械移植が行われま

した。

　これは、町農業青年会議所の活動の一

環として取り組んでいるもので今年で4

年目となります。ひまわり油は、血中の

コレステロールを下げる作用のあるリノ

ール酸と血行を良くするビタミンEが多

く含まれており、老化防止や更年期障害

に効果があると言われています。

燕



OOOり

婦
鱒
　
い
よ
い
よ
夏
本
番
、
同
時
に
旅
行
の

榊軌ゆ

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ

窃ゆ

ん
を
連
れ
て
旅
行
を
計
画
さ
れ
て
い
る

軌ゆ

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
多
い
と
思
い

ロ

鱒
ま
す
。

・
　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
お
子
さ
ん
を
連

傷ゆ軌ゆ

れ
た
家
族
旅
行
を
快
適
に
す
る
方
法
を

ゆ

鱒
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

髄励

㈱
　
お
出
か
け
前
に

軌の

鱒
◎
体
調
の
チ
ェ
ッ
ク

鱒
　
ま
ず
、
お
子
さ
ん
の
体
調
が
優
先
し

つ

幅
ま
す
。
具
合
が
悪
け
れ
ば
、
切
符
や
宿

轍軌ゆ

泊
先
を
確
保
し
て
い
て
も
中
止
す
る
決

ゆ砺ゆ

断
が
必
要
で
す
。

幅
◎
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

リ

齢
　
時
閻
的
な
ゆ
と
り
の
あ
る
旅
行
計
画

・
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
お
子
さ
ん
の
調
子

⑳
鱒
に
合
わ
せ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
で

ゆ

鱒
き
る
よ
う
な
フ
リ
ー
タ
イ
ム
の
多
い
旅

り創ゆ

が
望
ま
し
い
で
す
ね
。

幅
・
◎
旅
行
グ
ッ
ズ
の
チ
ェ
ッ
ク

婦婦
　
大
人
も
子
ど
も
も
歩
き
や
す
い
靴
、

⑳
こ
れ
が
快
適
旅
行
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

⑳
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
荷
物
は

り

幅
コ
ン
パ
ク
ト
に
。
母
子
健
康
手
帳
、
健

鵬
康
保
険
証
な
ど
は
必
需
品
で
す
。

傷ゆ

家
族
旅
行
を
快
適
に

◎
旅
行
マ
ナ
ー

　
ど
ん
な
旅
を
す
る
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

で
も
、
家
族
（
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ

た
）
旅
行
だ
か
ら
こ
そ
、
周
囲
の
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
気
配
り
だ
け
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
ね
。

マ
イ
カ
ー
を
利
用
さ
れ
る
人
へ

　
子
ど
も
は
、
車
が
大
好
き
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
マ
イ
カ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
周
囲
に

迷
惑
を
か
け
な
い
。
そ
し
て
、
体
調
に

合
わ
せ
て
停
車
・
休
憩
が
で
き
る
こ
と
。

こ
の
利
点
を
お
お
い
に
利
用
し
ま
し
ょ

”
つ
。

　
旅
は
、
お
子
さ
ん
が
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

時
で
も
あ
り
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
素
敵
な
思

い
出
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

お子さん連れ

休
　
憩

飲
食
物

一
人
に

し
な
い

黛．礁．．艶、電鶉，

も多めに・　　　られる総え・　　軽凱ギーなど。　お筋や盤本。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
噂

　
車
で
の
旅
行
の
大
敵
は
渋
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

滞
で
す
。
出
発
時
刻
は
早
め
炉
噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
途
中
や
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

到
着
後
の
休
憩
を
十
分
に
。
　
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
噂

　
の
ど
が
か
わ
い
た
時
の
水
㈹

は
必
需
品
で
す
。
車
中
で
、
　
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
を
と
り
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

す
ぎ
る
と
、
車
酔
い
し
が
ち
。
ひ噂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

食
事
時
間
を
守
っ
て
食
べ
る
㈹

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」
　
「
寝
桝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

て
い
る
か
ら
」
と
子
ど
も
だ
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

け
車
に
残
す
の
は
危
険
で
す
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
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O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
ゆ
　
O
　
O
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
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0
㊦
0
②

　
五
月
十
二
日
、
春
季
字
別
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
民
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
字
よ
り
十
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
大
会
は
、
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
試
合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
熱
戦
の
末
、

成
沢
チ
ー
ム
と
小
江
川
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
決
勝
以
上
）

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

成
沢
、
下
押
切
、
千
代
、
須
賀
広
、

樋
春
北
、
小
江
川
、
上
新
田
、
板
井

御
正
坂
上
、
上
押
切

▽
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
成
　
沢
　
二
ー
一
　
樋
春
北

▽
B
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
小
江
川
　
二
！
一
　
御
正
坂
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
’

”
一●○

（8）



垣撫さと

壕再発見

地
名
は
語
る

一

塩

　
　
　
　
は
文
字
の
と
お
り
塩
と
関
係

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
土
地
か
ら
塩

が
採
れ
た
り
、
交
易
品
と
し
て
集
っ
た

事
実
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
で
は
食
用
塩
は
海
で
し
か
採
れ
な
い

た
め
、
内
陸
に
あ
る
塩
関
係
の
地
名
は

交
易
地
・
集
荷
場
な
ど
と
関
係
を
見
い

出
せ
な
い
場
合
、
別
の
意
味
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
県
内
に
は
塩
の
付
く
地
名
に

塩
沢
・
塩
谷
・
土
塩
が
あ
り
ま
す
が
、

塩
に
関
係
し
て
い
る
の
は
、
中
世
塩
谷

荘
の
名
を
受
け
継
ぐ
児
玉
郡
の
塩
谷
の

場
合
で
す
。
他
は
無
関
係
の
よ
う
で
す
。

　
視
点
を
変
え
る
と
先
の
地
名
は
県
北

に
あ
り
、
丘
陵
・
台
地
な
ど
に
谷
津
が

入
り
込
ん
だ
場
所
に
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
地
名
辞
典
な
ど
に
は
、
シ
オ
は
シ

ワ
と
同
じ
意
味
を
持
ち
、
谷
津
の
入
り

組
む
地
形
を
呼
ぶ
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
江
南
町
の
塩
の
地
名
も
地

形
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
際
、
塩
地
区
は
正
木
・
駒
込
・
諸
ヶ

谷
・
久
保
ヶ
谷
・
檜
谷
な
ど
の
谷
津
に

区
分
さ
れ
た
丘
陵
地
と
緩
斜
面
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

　
古
事
記
に
み
え
る
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ

ナ
ミ
両
神
の
行
う
国
産
神
話
に
は
、
海

　
　
　
　
　
　
ほ
ニ

を
掻
き
混
ぜ
た
矛
の
先
よ
り
滴
り
落
る

海
水
の
コ
ロ
コ
ロ
と
固
ま
り
重
っ
た
塩

が
最
初
の
国
土
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す

一

第13話

が
、
土
地
が
重
っ
た
よ
う
な
起
伏
の
大

き
い
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
シ
オ
に
対
し

て
当
時
の
人
々
は
抱
い
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
谷
津
地
形
は

水
田
を
造
る
こ
と
が
容
易
な
た
め
古
く

か
ら
開
拓
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
別
の
説
明
に
は
、
渋
・
柴
の
意
味
を

も
ち
、
シ
ブ
イ
・
シ
ボ
イ
と
い
う
形
容

詞
で
、
硬
い
土
く
れ
の
や
せ
た
土
地
を

意
味
す
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の
説
明
は

塩
地
区
周
辺
の
谷
田
・
川
沿
の
沖
地
が

古
く
か
ら
開
墾
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
米
作
以

前
の
生
業
は
、
焼
畑
を
主
と
し

ソ
バ
な
ど
を
植
え
た
り
、
森
の

果
実
、
根
菜
類
の
採
集
が
主
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
ん
な
環
境
で
あ
っ
た
た
め

湿
地
に
妙
な
草
を
植
え
る
と
美

し
い
実
が
獲
れ
る
と
い
う
話
が

伝
る
と
、
な
ん
と
か
種
籾
を
手

に
入
れ
、
開
墾
に
も
力
が
入
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
塩
古

墳
群
を
造
っ
た
人
々
は
、
こ
の

地
に
い
ち
早
く
米
作
り
を
成
功

さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
、
四
世
紀

頃
は
、
谷
津
田
や
和
田
川
、
滑

川
の
周
辺
は
草
苗
が
青
あ
お
と

し
て
い
た
は
ず
で
す
。

　
低
地
を
拓
き
、
斜
面
に
住
い
、

周
囲
に
畑
を
持
ち
、
背
面
の
丘
陵
を
山

林
と
し
て
残
し
、
頂
上
に
祖
先
の
墓
域

を
安
ん
ず
る
。
こ
の
よ
う
な
塩
地
区
の

景
観
は
、
ま
さ
に
郷
土
の
原
風
景
を
伝

え
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

　
塩
の
文
字
が
文
献
に
見
え
る
の
は
、

戦
国
時
代
末
期
、
武
田
家
の
旧
臣
甲
斐

武
川
衆
の
一
人
伊
藤
新
五
左
衛
門
尉
重

昌
に
知
行
地
と
し
て
与
え
た
こ
と
を
記

し
た
も
の
で
す
。
伊
藤
氏
の
領
有
期
間

は
短
か
か
っ
た
の
で
す
が
、
八
幡
神
社

の
北
側
に
館
跡
・
常
安
寺
に
は
慰
霊
碑

を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
常
安
寺
に
は

太
平
記
の
時
代
に
作
ら
れ
た
板
碑
も
残

り
ま
す
が
、
当
時
ど
ん
な
武
士
た
ち
が

い
た
の
か
ま
っ
た
く
伝
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一甜一
　
五
月
十
九
日
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二
十
六
日
の
二
日
間

町
民
野
球
大
会
が
運
動
公
園
と
江
南
中

グ
ラ
ン
ド
の
二
会
場
を
使
用
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
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候
に
も
恵
ま
れ
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好
の
野
球
日
和

り
の
中
で
、
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本
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
み

ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

　
結
果
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の
と
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り
で
す
。
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選
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友
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ン
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井
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代
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会
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関
東
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会
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六
月
二
日
、
東
京
武
道
館
で
行
わ
れ

た
関
東
少
年
柔
道
大
会
の
小
学
生
の
部

へ
江
南
柔
道
愛
好
会
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、

二
回
戦
ま
で
勝
ち
進
む
大
活
躍
で
し
た
。

●
↓
回
戦

　
江
南
三
I
O
伊
豆
七
島
連
盟
（
東
京
）

●
二
回
戦

　
江
南
一
－
四
鎌
塚
道
場
（
群
馬
）

七
日
～

　
十
四
日

十
五
日
～

　
二
十
日

二
十
八
日

県
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
運
動
公
園
）

親
子
卓
球
教
室

　
　
　
（
町
民
体
育
館
）

県
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
（
町
民
体
育
館
）
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　　　　　　　　　’鯛購　』

　　　午前9時30分～正午まで

場　所　勤労福祉センター第2研修室

内容日常生活での悩みごと
問合せ　社会福祉協議会　内線252

痴呆（ぼけ）の相談

　　　内　容0昼夜の区別がつかない

　　　　　O被害妄想（物を盗られた等）

　　　　　O外出し帰宅できない（自宅

　　　　　　の場所を忘れる）

　　　　　○家族の顔もわからない

　　　　　○食事をしたことさえ忘れる

　　　　　　以上のような症状があった

　　　　　　ら電話又は直接ご相談くだ

　　　　　　さい。
　　　相談日　随時相談に応じます。

　　　　　　　（専門医による相談は、毎

　　　　　　月第2火曜日午後1時から）
　　　場　所　熊谷保健所

　　　問合せ　保健所　保健婦・予防課

　　　　　　台23－2811

●圏　國　囮
老齢福祉年金を受け取ったら

国民年金証書の提出を

　今年から、国民年金の老齢福祉年

金を受給している人は証書の提出時

期が、4月期受領後と8月期受領後

の年2回となりました。

　8月期分の支払いを受けたら、も

う一度町役場の国民年金係に証書を

提出してください。

　これは、受給権者本人の所得状況、

受給権者を扶養している配偶者や扶養

義務者の所得状況などから引き続き

年金を受けられるかどうかを審査し

て証書に支給額を記入するためです。

　なお、定時の所得状況届の提出が

必要ですので、印かんをご持参くだ

さい。また、老齢年金以外の年金（

障害年金、遺族年金など）や恩給を

受けているときは、その年金証書を

お持ちください。

　くわしくは、役場国民年金係へ

内線224

食中毒にご注意を

　7月から9月に多発する腸炎ビブ
リオによる食中毒について考えて見

ましょう。

　細菌性食中毒予防の三原則は、食

中毒菌を食品に「つけない・ふやさな

い・ついたら殺してしまう」という

ことです。

　腸炎ビブリオという菌は、海水中

に生息し魚介類を介して食中毒を起

します。この菌は、3％前後の塩分

濃度の食品で摂氏35度から37度位の

発育条件の良い場合は、8分から10

分で1個から2個に増え10時間後に
は、億の数に増えます。

　しかし、この菌は加熱・真水に弱

いという性質を持っています。

　また、具体的な予防としてつぎの

点に注意しましょう。

O魚介類の体表・内臓除去後は、水

　道水などの流水でよく洗う。

0保存は、摂氏5度以下でする。

○調理する場合は、加熱処理をする。

○魚介類を調理したままのまな板・

　包丁・手指で野菜などを調理しな

　いこと。

O夏場は、魚介類の生食をできるだ

　け避ける。

　なお、食事後に腹痛・下痢・発熱　誤聾

おう吐などの症状ができたときは、

お近くの診療所などへ受診してくだ

さいQ

国の教育ローン

　高校や大学、専修学校、各種学校

などの入学者や在学者は、国民金融

公庫の「国の教育ローン」を利用す

ることができます。　「国の教育ロー

ン」は低利のうえ手続きも簡単なこ

とから、これまで100万人以上のみ

なさんに利用されてきた制度です。

融資限度　　150万（ただし、在学中

　　　　の費用は50万円）

融資期間　5年以内（据置期間は、

　　　　在学期間内最長4年）

問合せ　国民金融公庫熊谷支店

　　　　含21－2731
部落問題の一日も早い解決のために

いのち・愛・人権　写真展

灘

部落の現実を伝える写真展です。

日時7月23日～26日
　　　午前9時～午後5時まで
　　　　（ただし、26日は午後3

　　　　時まで）

場　所　複合施設ロビー

　　　（役場西側建物〉

主　催　部落解放基本法制定要求　　　l／

　　　埼玉県実行委員会

　　　大里地区実行委員会
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農林学級（7・8月）

闘催日 内　　容 時
， 間

7／14日⑲ 木工教室 午前10時

がくぶち

21日㈲ 木工教室 午前10時

小テーブル

28日（日） 木工教室 午後1時30分

廃材利用の工作

14日（日） 農業体験（草花 午前10時

年間コース皿）

14日㈲ 農業体験（野菜 午前10前

年間コースH）

21日（日） 農業体験（トウ 午前10時

モロコシの収穫

27日（ガ 農業体験（はぼ 午前10時

たん栽培1）

27日（土） 農業体験（トウ 午後3時

モロコシの収穫）

18日（村 料理教室 午前10時

牛乳料理

25日（木） 料理教室（シリ 午後1時30分

一ズ夏の漬物

8／1日（木〉 料理教室冷し汁 午前10時

と手打ちうどん

7／28日（日） 自然観察（さか 午前10時

なのつかみ取り）

費用無料
対象一般県民
問合せ　農林公園管理事務所

　　　智83－2301
絵画（油絵）教室

受講日　8月～9月の土曜日

　　難繍㌫1…舳脚…1蛸lll「鰍蝿1賊撚

　　　8日間コース
　　　8月3日・10日・24日・
　　　9月7日・14日・21日28日

時間13：30～16：30

定員20人
受講料　8日間で5，150円画材・絵

　　　具は別、受講日初日に現金

　　　徴収
会　場　埼玉県熊谷福祉センター教室

申込み　7月14日（日〉から電話にて受付

　　　奮21－5421

花き園芸講座
開催日 内、一容 費　癩
12日（斜 シャクナゲの栽培 無　料
16日（火） 壁掛けワイヤーバ 2，000円

スケットを楽しむ

19日働 多肉植物 無　料
29日（月） 班入り植物の魅力 無　料

時問は午後1時30分
対　象　一般県民

受　付　毎月1日の午前8時30分か

　　　ら行います。
問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　　農林公園内・植物振興セン

　　　ター　智83－2841

平成3年度町職員採用試験

職務の内容及び採用予定人員

一般行政事務　　若干名

受験資格　男女問わずつぎの人が受

　　　　験できます。

　　　　昭和38年4月2日から
　　　　昭和49年4月1日までに

鵬，彗舳脚榊暇lllil、1…、岨ll潅驚嚇醐、鋤蝋嚇1纂

　　　　生まれた人（学歴不問）
試験の日時及び場所

　　　◎筆記試験　9月22日（日〉

　　　　吹上町立吹上中学校
　　　◎口述試験・身体検査

　　　　10月4日に町役場で予定
合否の発表　10月中旬に受験者全員

　　　　に通知。合格者について

　　　　は、町役場掲示場に掲示。
申込手続　応募書類に必要な事項を

　　　　記入して、総務課へ提出

　　　　してください。なお、郵
　　　　便により申し込む場合、

　　　　封筒の表に（採用試験）

　　　　と朱書きしてください。
受付期間　8月5日（月）から8月9日㈹

　　　　の午前9時から午後5時
　　　　まで受付。郵送の場合は
　　　　8月9日（金）までの消印の

　　　　あるものに限ります。
書類の請求　役場総務課に請求して

　　　　ください。
問合せ　役場総務課　丘36－1521

　　　　内線226・227

行　政　相　談

日　時　7月23日（火）

　　　午前9時30分～正午まで

場　所　勤労福祉センター第2研修室

内容行政への不満など
問合せ　総務課　内線227

心配ごと相談
日　時　7月9日（火）・23日（火）
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11，880

町民のうごき．

11，860

11，840

人／戸

3，290

3，270

3，250

人　口

世帯数

3月4月　5月6月

6月1日現在

人口11，872人十7
男

女

世帯

5，853人

6，019人

3，301斤

平成3年　救急出動状況

十2

救急出動状況 5　月 累　計

交　　　　通 5件 25件

一般負傷 1件 8件

急　　　　病 8件 51件

佐萩
藤原

良保

7962
歳歳

板

井
塩
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　　　　しょうた

　内田翔太ちゃん

　平成2年8月13日生

　内田孝之・和美さんの

長男（11ヵ月）パークシテ

ィ　「4歳のお姉ちゃんより

食欲がおう盛で、最近モリ

モリと太ってきました。元

気でイタズラばかりしてい

ます……」とお母さん。

　ちさ馬場千紗ちゃん

　平成2年9月8日生
　馬場　昇・加代子さんの

長女（10ヵ月）　樋春北

　「おちゃめで手のかから

ない子ですよ。素直でやさ

しい子になってもらいたい

…・」とお母さん。

　いくみ駒井郁美ちゃん

　平成2年8月4日生
　駒井　清・清子さんの

次女（11ヵ月）　柴

　「食欲おう盛な娘は、健康

面では天下一品、とにかく

丈夫でそして心のやさしい

おおらかな人に育ってほし

いですね……」とお母さん。

　　　　けんいち
　土屋憲一ちゃん

　平成2年8月5日生
　土屋重則・久仁子さんの

長男（11ヵ月）　成沢

　「おばあちゃんにおんぶ

して、散歩に連れていって
もらうのが大好きなんです

よ。だれからも好かれるよ
うな子に育ってほしい……」

とお母さん。
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公
子
さ
ん
（
板
井
）

難
難
難
瀞

　
　
「
、
鋼
驚
撫
戴

▼
材
料

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
）
二
〇

〇
g
、
牛
乳
四
〇
〇
㏄
、
砂
糖
九
〇
g

生
ク
リ
ー
ム
ニ
O
O
㏄
、
レ
モ
ン
汁
一

個
分
、
ゼ
ラ
チ
ン
大
さ
じ
山
盛
一
杯
、

水
大
さ
じ
四
杯
。

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
八
0
9
、
ゼ
ラ

チ
ン
小
さ
じ
一
杯
、
水
五
〇
㏄

灘
．
　

▼
作
り
方

囹
ゼ
ラ
チ
ン
を
水
で
ふ
や
か
す
。

幽
牛
乳
二
〇
〇
㏄
を
あ
た
た
め
て
、
砂

糖
を
入
れ
、
そ
の
中
に
水
で
ふ
や
か
し

た
ゼ
ラ
チ
ン
を
入
れ
煮
と
か
す
。
そ
の

中
に
残
り
の
牛
乳
二
〇
〇
㏄
を
加
え
る
。

囹
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
中
に
レ
モ
ン
汁
を
入

れ
て
ま
ぜ
て
お
く
。

囹
レ
モ
ン
汁
を
加
え
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

先
き
に
作
っ
て
お
い
た
牛
乳
に
入
れ
、

生
ク
リ
ー
ム
と
バ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
を

加
わ
え
る
。

囹
型
か
器
に
流
し
入
れ
、
冷
や
し
固
め

る
。囹

三
時
間
後
、
ゼ
ラ
チ
ン
小
さ
じ
一
杯

に
水
五
〇
㏄
を
加
え
湯
せ
ん
で
煮
と
か

す
。
そ
の
中
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
八
0
9

（
好
み
に
よ
り
ワ
イ
ン
を
入
れ
て
も
よ

い
）
を
入
れ
る
。

囹
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー
が
固
ま
っ
て
か

σ

ら
上
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
流
す
。

※
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
固
ま
ら
な
い
と
混
合

　
す
る
の
で
気
を
付
け
る
。

今月の役場閉庁土曜日

　
　
　
土
6
1
3
2
0
2
7
・

　
　
　
金
5
1
2
1
9
2
6
・

　
　
　
木
4
1
1
1
8
2
5
・

　
　
　
水
3
1
0
1
7
2
4
31

月
火
2
9
楯
2
3
3
0

　
　
　
月
1
8
1
5
2
2
2
9

7　　
　
日
・
7
1

4
2
1
2
8

　
今
月
の
編
集
後
記
は
何
を
書
こ
う
か

考
え
る
が
、
な
か
な
か
浮
か
ん
で
こ
な

い
。
時
間
は
刻
々
と
経
つ
。
何
に
し
よ

う
か
、
中
途
半
端
な
こ
と
は
書
け
な
い

し
ー
。
社
会
情
勢
の
こ
と
で
も
書
く
か
、

い
や
素
人
の
私
が
そ
ん
な
こ
と
を
書
い

て
も
愚
の
骨
頂
で
あ
る
。
じ
ゃ
あ
何
に

す
る
か
。
考
え
始
め
て
三
十
分
に
な
る
。

よ
し
、
そ
れ
で
は
書
く
か
と
始
め
五
、

六
行
書
い
て
み
た
。
や
っ
ぱ
り
よ
く
な

い
。
ま
た
消
す
。
こ
の
紙
面
が
最
後
に

な
ら
な
い
よ
う
に
と
書
く
が
文
章
が
出

て
こ
な
い
。
印
刷
屋
さ
ん
か
ら
「
編
集

後
記
の
原
稿
ま
だ
で
す
か
」
と
催
促
の

電
話
が
か
か
っ
て
く
る
の
が
恐
ろ
し
い
。

ウ
ー
ン
と
考
え
る
ー
。
出
来
た
！
。

　
こ
れ
が
今
月
号
の
編
集
後
記
で
す
。




